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ケイリンで使う「トラックレーサー」。


本当によけいなものは何もついていません。





レース用の自転車





レース用の自転車と


みなさんの乗っている


自転車のちがいは？





資料集「自転車ってなんだ？」





レースに使われる自転車の代表には、ロードレーサーがあります。その他、日本の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 15(けいりん),競輪)�が�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 15(こくさい),国際)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 15(きょうぎ),競技)�になったケイリンには、トラックレーサーが使われています。また、さらに変わった�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 15(きょうぎ),競技)�では、でこぼこの山道のコースを使ったマウンテンバイクのレースなどがあります。


これらのレース用自転車に共通して、みなさんの乗っている自転車とのちがいといえば、まず歩行者の安全のために必要な�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 15(ぜん),前)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 15(しょうとう),照灯)�やベル、荷物を運んだりするための�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 15(にだい),荷台)�やバスケットなどは不要なのでついていません。


また、レースのじゃまにならないよう、できるだけ部品を少なくしているのが�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 15(とくちょう),特徴)�です。たとえば、チェーンのカバーなどがついていません








レース用の自転車





資料集「自転車ってなんだ？」





先生むけガイド





■参考■


「サイクルアクセスブック」（財団法人日本自転車普及協会自転車文化センター発行）


　自転車博物館　http://www.h4.dion.ne.jp/~bikemuse








【このテーマの指導ポイント】


レース用自転車と一般の自転車の違いを知る。


　　→レースの目的に合わせた設計・装備になっている





●一般の自転車にあって、レース用自転車にないものを挙げてみよう！


・前照灯・ベル・荷台・前かご・泥よけ・チェーンカバー





●一般の自転車とずいぶん様子の違う部品を挙げてみよう！


・タイヤの太さ・タイヤのギザギザ（トレッドの深さ・細かさ・複雑さ）・タイヤのつるつる（ギザギザ＝トレッドがまったくない）


・反対にギザギザだらけで、ものすごく太いタイヤがついている…など


・ハンドルの位置


　　　　　　　　　　　　　　　　↓


なぜ？こうした違いがあるのでしょうか？





部品がないのは？　


レースにじゃまになるような、不要な部品はあらかじめ、全部取り除かれています。





部品の様子が違うのは？　


・ロードレースのように、より速く走ることを要求される場合、タイヤと地面の摩擦をより少なくして


スピードがあがるよう、タイヤは細く、つるつるになっています。


・マウンテンバイクのように、険しい山道を安定して走行するためには、タイヤは太く、


ギザギザを深く細かく刻んで、地面をしっかり捉える工夫がされています。


・また、ハンドルの位置が非常に下にあるのは、身体をできる限り屈めて、


風の抵抗をより少なくし、スピードアップを図るためです。
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レース用「マウンテンバイク」がんじょうさは一番。








